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Ⅰ 調査の概要 

１．調査目的 

加古川市後期総合基本計画（計画期間：平成28年度から令和２年度まで）に掲げた施策に対す

る市民の満足度や重要度などの意識を調査することにより、後期総合基本計画の進行管理を行う

とともに、次期総合基本計画策定の基礎資料とすることを目的に実施した。 

 

２．調査設計 

調査対象：市内に在住する18歳以上の市民 3,000人（住民基本台帳から無作為抽出） 

調査方法：配布・回収とも郵送による 

調査期間：令和元年(2019年)12月５日（木）から令和元年(2019年)12月19日（木）まで 

調査項目：・回答者の属性 

・定住意向について 

・加古川市が取り組んでいる施策について 

・「防災」及び「防犯」対策への取組について 

・協働のまちづくり（市民活動への参加）について 

・ごみのポイ捨てやペットのふん害防止について 

・市政等に関する情報について 

・市の取組等の認知度について 

・その他について 

・自由意見 

 

３．回収状況 

 

配布数 回収数 有効回答率 

3,000人 1,272人 42.4％ 

 

４．報告書の見方 

① 図表上の「ｎ」は、設問に対する回答者数（number of case）のことである。 

② 回答比率（％）は回答者数（ｎ）を100％として算出している。小数点以下第２位を四捨五入

しており、内訳の合計が計に一致しないことがある。 

③ 図表上の「MA%」（Multiple Answerの略）や「3LA%」（3 Limited Answerの略）という表示は、

複数回答形式の設問（回答選択肢の中から「あてはまるものをすべて」や「あてはまるもの

３つまで」を選択する形式の設問）であり、複数の回答を求める設問では、回答比率（％）

の計は100.0％を超える。 

④ 本文中にある前回調査とは「平成30年度調査」を指している。 

  


